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国語 学図 みんなと学ぶ　小学校国語

・読むことの学習においては，三段階のステップを設定して学びの
過程を明らかにするとともに，交流活動や読書活動を関連させた
単元など，子どもの学習に広がりや深まりをもたせることができる
から。
・他社にはない，子どもたちとともに学びたい魅力的な学習材があ
り，説明文の学習では，習得・活用・探求の流れを考えた単元が
設定してあり，読み方の学習ができるようになっているから。
・国語科の言語活動を支える基本的な情報操作の技能について
は，取り立てた演習型学習材が設置され，習得した技能を単元の
学習で活用することで，基本的技能の定着が図れるように構成さ
れているから。
・話すこと・聞くことや書くことの学習においては，子ども自身にとっ
て身近な話題や生活場面に即した学習活動が多く取り入れてあ
り，身近な問題から課題設定をすることにより，実感と達成感を
伴った言語活動を展開し，自分自身の生き方を考えることにつな
がる単元が配されているから。
・脚注と巻末資料で，授業で使う言葉として学習用語を学ぶことが
でき，言語活動を展開する際に注意すること，思い出しておくこと
などを確認できるようにしてあるから。

書写 学図 みんなと学ぶ　小学校書写

・国語の教科書に準拠しており，国語の学習と関連させて学習を
進めることができるから。
・１，２年生の硬筆学習では，「うつし書き」「なぞり書き」の練習方
法に対応した紙面構成になっているから。
・３年生以上の毛筆学習材では，手本→解説→関連する硬筆学
習材の三段階に学習材が配列されており，硬毛連携学習をより意
識した構成になっているから。
・学びを主体的に進められるように書写の学習の進め方が示され
ており，獲得した技能を他教科や生活の中に生かすことができる
活用場面を多く設けられているから。
・学習のヒントとなる用語解説やポイントが，キャラクターを使って
わかりやすく示されているから。

社会 東書 新編　新しい社会

・「学習の進め方」で，「つかむ」「調べる」「いかす」と問題解決学
習過程に準じた学習方法を提示している。また，活用力を育成す
ることのできる構成となっている。
・学習問題については，「どのような～でしょうか。」といった事実認
識を育てる問いかけとなっている。
・領土問題の記述では，事実を端的にまとめて書いているが，第
三者的でなく，自分を含む日本人の総意として記述されている。
・国土を理解する上で必要な資料が豊富である。例えば，鳥瞰図
を取り入れ三次元的にとらえさせようとする工夫が見られる。
・工業単元では，生産台数世界第3位（2017）のトヨタ自動車を扱っ
ており，この発展としてトヨタ車の輸出港の名古屋港・三河港との
つながりで海運の学習へと発展させることができる。
・「都道府県の学び方」では，都道府県の位置や地方名，県庁所
在地だけに限らず，その都道府県の特産品を紹介することで，各
都道府県の特徴をとらえさせる工夫が見られる。このことは，都道
府県の名称を単に暗記するのではなく国土理解につながるもので
ある。
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地図 帝国 楽しく学ぶ　小学生の地図帳

・日本の近隣諸国や地理的環境について，宇宙からの画像を用い
たり，鳥瞰図を用いたりしながら立体的にとらえさせる工夫がされ
ている。
・世界の各地方図では，「世界一周写真館」で，各国の特徴的な
生活や行事を紹介している。
・防災マップ作りの手順が示されており，日常に生かせるような体
験的な学習ができるようになっている。
・地図上の位置を列記号と行記号を使って，探し方を示している。
・各地域を比較できるように，縮尺が統一されている。
・各地方図で，各地域の特徴的な内容を扱っている。
・列島地図や地方図では，隣接する地域の地図が何ページにある
かが記載されており，つながりをとらえやすくなっている。
・表装が丈夫に作られており，3年間の使用に耐えられるものであ
る。

算数 学図 みんなと学ぶ　小学校　算数

・新しい単元に入る前に，これまでの生活経験を振り返ったりレ
ディネステスト形式で既習事項を確認したりするなど単元展開が
丁寧であり，導入をスムーズに図る工夫がなされているため。
・どの単元も可能な限り日常場面から導入してあり，現実の問題
について数理的な思考力を使って課題解決できるようにしてある
ため。
・巻末には「力をつける問題」として「サポート」「補充問題」「チャレ
ンジ」というねらいの異なる設問があり，子どもたちの理解をより確
かなものにしたり，活用力や表現力を育んだりすることが可能であ
るため。
・新たな問題解決のために，既習の問題と比較して解決の方法を
考える場面が各単元で積極的に取り入れられているため。
・子どもが自ら学んでいく資質・能力の育成をねらい，「学びの手
引き」の頁で課題解決までの展開を分かりやすく示しているため。
・各学年に図解付きの「ノート名人になろう」の頁があり，低学年段
階から学習内容に関連付けたまとめ方を，具体的に学ぶことがで
きるため。
・第６学年の学習では，中学校への円滑な接続をねらい，別冊「中
学校へのかけ橋」にて既習事項を振り返ったり中学校の学習に興
味・関心を持ったりすることが可能であるため。

理科 東書 新編新しい理科

・単元末に， 「たしかめよう」を設け学習内容をふり返り，知識・技
能の習得を図るようにしている。また， 各項目や本文中の技能に
関する大切な内容は自己チェックができるマークを設けている。
・安全に対して配慮が必要な場面では，その箇所に，「きけん」
マー クを付し，意味や対処の仕方 を赤文字で強調している。
・ 観察や野外活動の場面では，自然を大切にし，生命愛護の態
度が育成されるよう配慮している。
・「～ を調べましょう。」や「～でしょうか。」 等の問いかけ形態で話
題を提示してる。また，複数のイラスト が対話形式で，学習のめあ
てや視点を示している。
・環境に関わる資料を取り上げるとともに，第６学年では全体を環
境の視点で単元構成している。



生活 東書 新編　新しい　生活

・掲載されている写真・絵などが，身近な事象に関して興味・関心
を抱きやすく，それを手掛かりに自分の社会・自然に着目して活動
することを促すものとなっているから。
・活動する際に出合う問題の解決に向けて，具体的な方法や着眼
点・考え方のヒント等が掲載されており，子どもたちの試行・思考
を促し，主体的に学習に取り組むための工夫がなされているか
ら。
・季節の社会・自然の様子を軸に構成され，中心となる活動は子
どもたちの思いが広がるように展開されており，自分たちの普段
の生活とつなげて考えやすい構成になっているから。
・キャラクターが語りかける形で，生活のきまりや安全に関して子
どもたちが気付けるようにしたり考えたりすることができるように働
きかけており，生活や安全に関して主体的に考えることを促してい
るから。
・活動を通して見出したことを伝える方法や他者に尋ねる際に留
意すること等を，絵や写真等具体的な事例が多く掲載しており子
どもたちが実際に活動する際に参考になるから。

音楽 教芸 小学生の音楽

・題材のめあてが明確に示されており，そのめあて達成に向けた
音楽的支援が細かく示してあるため。
・第1学年の鍵盤ハーモニカを演奏する題材では，演奏する時の
姿勢や息づかいについて写真や図を用いて詳細に示されている。
第5学年の箏の演奏の題材では，演奏姿勢について，座り方と手
を置く位置の両方が分かるようになっている。このように，子ども
が初めて取り組むことが予想される楽器を扱う題材について，とて
も丁寧に扱っているため。
・リズム楽譜が見やすい大きさになっていたり，楽器についての説
明では，一つひとつの楽器が写真で掲載されていたりする等，レ
イアウトが工夫されており，学年の実態に合った示し方であるか
ら。
・音楽づくりの題材では，音の選び方やリズムパターンの例が細
かく示されており，音楽をつくっていく上での材料が揃っているか
ら。
・学年を通した系統性がはっきりと示されているから。

図画工作 開隆堂 ずがこうさく

・巻末に道具箱のコーナーが設けられており，各学年で扱う道具
や，材料について絵や写真や図を使って詳しく示されており，児童
がお手本にして学びやすいと考えられるため。
・児童の作品が様々なバリエーションで紹介されており，発想面に
おいて児童の支援につながると考えられるため。
・題材名とともに，児童への投げかけや，活動意欲を高めるような
言葉がけが示されており，児童が活動に取りかかりやすかったり，
ひらめきにつながったりすると考えられるため。
・製作過程の様子が写真で示されていることが多く，児童が見通し
をもって活動することができるようになっていると考えられるため。



家庭 開隆堂
小学校　わたしたちの家庭
科

・全題材が「１見つめよう」「２計画しよう・活動しよう」「３生活に生
かそう・新しい課題をみつけよう」の３ステップで構成されているた
め，問題解決的な学習を行うことができるため。
・各題材のまとめに，学習内容を振り返り，生活に生かすことを考
えさせる場面がり，児童の主体的な取り組みを促すような工夫を
しているため。
・「いつもたしかめよう」や「これだけはできるようになろう」といった
身につけるべき基礎的・基本的な知識や技能のポイントが，わか
りやすく示されているため。
・見開きページを活用して，写真やイラストを組み合わせて学習の
めあてとともに配置し，吹き出し等を掲載して児童の興味・関心を
高める工夫がされているため。
・具体的な家庭の仕事に取り組んだ結果を記録する「家庭の仕事
実行表が掲載されており，実践を促す工夫がされているため。

保健 学研 新・みんなの保健

・１単位時間の学習のめあてやキーワードなどがはっきりと明記さ
れていることにより，子どもたちが学習のねらいに沿った学びがも
てるため。
・単元構成が分かりやすく，子どもの実態にあった学習内容が展
開されているため。また，単元の見通しをもちやすくするための写
真や記述が多く掲載されており，各単元の導入や学習課題の設
定がしやすいと考えられるから。
・もっと広げようなどの活用コーナーが，パソコン・スマホの及ぼす
影響等，現代的な課題について記されており，子どもの実態に即
した指導が行いやすく，発展的な学習につなげやすいから。
・自分の生活をふり返って書く活動が各単元に設定されており，自
分自身の生活に興味・関心をもてるように工夫されているから。
・犯罪被害の防止や地域のさまざまな保健活動について，イラスト
や写真とその解説が充実しており，身近な健康にかかわる課題に
ついて考えやすいから。

道徳 日文 小学道徳　生きる力

・いじめ防止をはじめとする重要なテーマに関わる教材について
は，関連する複数の教材をまとめて配置し，重点的に指導するこ
とで，児童がねらいとする価値に対して多面的，多角的に考えら
れるように工夫されているため。
・各学年に別冊「道徳ノート」が用意されており，児童の道徳性の
成長の様子や学習状況を継続的に把握でき，指導や評価に役立
てることが可能であるため。また，保護者記入欄を活用すること
で，学校と家庭をつなぐツールになり得るため。
・巻頭オリエンテーションのページには，道徳科の学習内容やねら
い，学び方が発達段階に応じて端的に示してあり，分かりやすい
ため。さらに，道徳科の話し合い活動を具体的に写真で示すこと
で，「考える道徳」「議論する道徳」が視覚的にとらえられるよう工
夫しているため。
・1学年の指導内容には，保育所・幼稚園と小学校の連携に配慮
したものが，また6学年には，小学校と中学校との円滑な接続を視
野に入れたものが含まれており，各校種との学びをつなぐ系統的
な道徳性の育成が可能になるため。
・学習後には，「見つめよう　生かそう」の項目において，学習を通
して学んだことや分かったことを自発的に確かめることができるよ
うになっており，児童自身がこれからの生き方を主体的に考えるこ
とができるため。
・問題解決的な学習や道徳行為に対する体験的な学習が適する
学習においては，発達段階に応じて活動例や指導方法，配慮事
項について具体的に示してあり，指導の参考として活用できるた
め。


